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 要  旨 
近年のコンピュータの偏在化により，ユーザは従来のデスクトップ環境でのコンピュータとの
対話から解放され，様々な環境で電子情報の操作が可能になってきた．特にテーブルをインタフ
ェースに用いるテーブルトップシステムは，複数人での共同作業が可能である事から大きな注目
を集めている．テーブルトップシステムにおける研究は，情報操作の容易化を目的とした手や指
によるジェスチャ認識や実物体を用いた操作などユーザインタフェース(UI)に関するものが多
い．しかし，テーブルトップシステムにおいて実物体を UI として使用する場合，UI 自身がユー
ザとディスプレイに表示された情報の間を邪魔する問題や，ジェスチャによる入力では認識精度
に問題がある等の課題も残されていた． 
そこで，入力インタフェースを透明化する事で，ユーザにインタフェースを意識させないシス
テムの提案が行われてきた．しかし，透明インタフェースへの接触の瞬間の検知は従来のカメラ
による認識では困難であったため，この問題を解決するために我々LCD の発する偏光と透明弾性
体の光弾性効果を利用したシステムの提案を行ってきた． 
透明弾性体を用いたシステムは，カメラベースのシステムでありながら弾性体との接触を高速
に認識する事を可能にした．一方で，弾性体の形状を利用した「摘む」「引っ張る」「押し込む」
といった，従来の平面的なディスプレイで不可能だった入力方法を可能にし，同時に，透明弾性
体の形状とディスプレイの映像が重ね合わさる事によって，現実感の高いコンテンツの提示する
効果を生み出した． 
透明な物体をディスプレイ上に設置した際に，厚みのある透明な物体が光を屈折させるため，
ディスプレイに表示された映像を歪ませてしまう問題が発生する．映像の歪みは，ディスプレイ
に表示されたコンテンツを不自然に歪ませてしまうため，透明物体と映像コンテンツに不一致が
生じ，現実感の高い情報提示が困難になる．従って，この歪みの問題は形状を利用した対話シス
テムの品質の向上を行う上で無視出来ない． 
そこで本研究では，透明物体をディスプレイ上に設置した際にもディスプレイに表示される映
像が不自然に変化する事なく，立体的な形状と触覚を活かした現実感の高いコンテンツ提示技術
の開発を目指す． 
 
